
  
    [image: Groongaではじめる全文検索]
  



Groongaではじめる全文検索

北市真



MySQLで作る全文検索システム


Groongaは様々なソフトウェアに組み込み、全文検索機能を提供することができます。その一つ、MySQLに組み込むためのMroongaを使って、全文検索システムを作ってみましょう。



本書は、タイトルの通り、全文検索システムを作ったことがない人に向けて、PDFファイルを対象とした簡単な全文検索アプリケーションを作成し、一通りシステムの完成までを案内しよう、という本です。


対象読者

本書は次のような人を主な対象と考えて執筆しています。


	全文検索システムを作ってみたい

	PHPでの開発ができる



本書ではアプリケーションを作成しながら進んでいきますが、飽くまで、一度完成までを体験してみるということを目的としているため、公開するには様々な物が足りていません。実際に全文検索システムを作成して不特定多数に使ってもらう場合には、ここで得た知識と感覚をもとに、改めて作るようにしてください。


第1章　Mroongaの概要

Mroongaは、MySQLのストレージエンジンの一つです*1。MySQLのストレージエンジンにはMyISAMやInnoDBなどがあり、聞いたことがある人も多いでしょう。それぞれにパフォーマンスや耐障害性などに特徴があり、テーブルごとに使い分けることができます。

その一つとしてMroongaは、Groongaを組み込んで、高速かつ多機能な全文検索を可能にしたストレージエンジンです。これをMySQLに組み込んで使うことで、SQLを使って全文検索を行えるようになります。

Mroongaの特長を挙げてみましょう。


	SQLで全文検索機能を使用可能

	SQLのLIKE句よりも高速

	SQLのLIKE句よりも柔軟な検索が可能

	検索結果をHTMLなどでハイライトすることが可能

	カラムごとに重み付けが可能

	MySQLのレプリケーション機能を用いでデータを入力することが可能



など、様々です。全てを本書で解説できるわけではありませんが、その一端にでも触れてもらえると幸いです。

Mroongaを全文検索システムの本番環境で使うには、公式マニュアルのインストールのページを参照してください。ここでは、本書で試す目的で、簡易に環境を準備する方法を紹介します。

[*1] MySQLから派生したMariaDBというデータベースシステムでも使用できます。最新のMariaDBでは始めからMroongaが組み込まれています。



第2章　Mroongaの環境の準備

本書では、MySQL及びその他の環境の準備にDockerを使います。OS X El Capitanで確認していますが、異なるOSでも違いはないと思います。

以後、PHPとMySQL、Mroongaを使ってPDF文書の全文検索システムを作成していきますが、ラップトップなどの普段使っているシステムにインストール済みの物を使うと、バージョンが異なって本書の内容が当てはまらなかったり、また、将来別件で異なるバージョンをインストールしたい場合などに手間が増えてしまいます。設定ファイルの競合も問題になるかも知れません。Dockerを使うと、システムの方に影響を与えずに、本書で必要なバージョンのソフトウェアを揃えることができます。不要になった場合には削除することも簡単で、その場合もシステムの方には影響を及ぼしません。


2.1　Dockerのインストール

まず、Dockerその物をインストールしましょう。DockerはOS X、Windows、Linuxそれぞれのプラットフォームで動作します。本番環境として動かすにはLinuxを使うべきですが、本書のようなお試し環境の共有目的ではどの環境で使っても問題ありません。ここでは、本書執筆の際にも使用した、OS Xでのインストール方法を解説します。Linux、Windowsでのインストールについては、それぞれDocker公式サイトでの解説を参照してください。


	Linuxの場合 ... Install Docker on Linux distributions

	Windowsの場合 ... Get started with Docker for Windows




OS Xへのインストール

Docker公式サイトではGet started with Docker for Macでインストール方法が解説されていますので、以下の方法でうまくいかない場合などには参照してください。

OS XへDockerをインストールするには、公式サイトで配布されているDocker for Macをインストールします。これはDocker関連ツールをまとめたパッケージです。以下の配布ページから「Get Docker for Mac (stable)」と書かれたリンクからダウンロードし、インストーラーでインストールしてください。尚、Docker ToolboxのインストールにはOS X 10.11以上が必要です（2017年1月現在）。

https://docs.docker.com/docker-for-mac/#/download-docker-for-mac

インストールが終わったら、Dockerを起動します。アプリケーションディレクトリーでDockerをダブルタップするか、SpotlightでDockerを検索して実行してください*1。するとメニューバーにDockerのクジラのアイコンが表示されます。これによりDockerの起動が確認できました。

[*1] 初回実行時には「Docker needs privileged access.」というウィンドウに続き、OSのパスワード入力が求められます。これはDockerが管理者権限を要する操作を行うためです。



2.2　Dockerコンテナの起動

Dockerを使用するには、必要なソフトウェアをインストールし、起動時の動作を定義した「イメージ」が必要です。イメージを取得した後に、そのイメージを雛形としてアプリケーションの動作環境となるコンテナを作ります。一つのイメージからは複数のコンテナを作成して使用することができます。

本書用に必要なソフトウェアをインストールしたDockerイメージを作成してあります。これを元に皆さんのコンテナを作成し、その中でPHPを実行して全文検索システムを作っていきます。

まずはイメージを取得します。ターミナルで以下のコマンドを実行してください。


リスト2.1: Dockerイメージの取得

% docker pull kitaitimakoto/grnbook-mroonga
Using default tag: latest
latest: Pulling from kitaitimakoto/grnbook-mroonga
fdd5d7827f33: Pull complete
a3ed95caeb02: Pull complete
0f35d0fe50cc: Pull complete
627b6479c8f7: Pull complete
67c44324f4e3: Pull complete
1429c50af3b7: Pull complete
8207a1b09d34: Pull complete
f4fd1f72cd2a: Pull complete
8c4074b3c552: Pull complete
d0e29d6de6ea: Pull complete
07672a754971: Pull complete
b0c92bbfd7a4: Pull complete
a42300873aad: Pull complete
2682e716a4cc: Pull complete
dd4fb0863e03: Pull complete
1cf726591e93: Pull complete
9435561d81cb: Pull complete
21da239ddc32: Pull complete
a563b423501c: Pull complete
Digest: sha256:b0c1a8cdde715ff679054eb8d22bf984fad29c285404d8365e135adf73d0bbd3
Status: Downloaded newer image for kitaitimakoto/grnbook-mroonga:latest




これにより、Docker HubというDockerイメージ登録サービスから、本書用のイメージをダウンロードします。1GiB以上あるので時間が掛かります。場合によってはネットワークを共有している同僚などに迷惑を掛けるかも知れませんので、周りの状況をよく見て実施しましょう。

次に、このイメージを元に、あなたのアプリケーションを作成し実施するための仮想環境「コンテナ」を作成します。本書サンプル用の適当なディレクトリーに移動し、以下のコマンドを実行します。


リスト2.2: Dockerコンテナの作成

% cd path/to/project
% docker create \
    --name=pdfsearch \
    --publish=8080:80 \
    --volume=$PWD:/var/lib/pdfsearch \
    kitaitimakoto/grnbook-mroonga
69277eea1becda07e4d6314485b6bd48fcfee065b23fa3692ad015d43d5f5c6f




コマンドを実行した結果表示される「69277eea1becda07e4d6314485b6bd48fcfee065b23fa3692ad015d43d5f5c6f」という行は、このコンテナのIDです。システム全体の中でそれぞれのコンテナを一意に特定するための物で、同じイメージから作成しても、別のコンテナには別のIDが割り振られます。今後、コンテナを操作する時にはこのIDを使用することができます。しかし、これを覚えるのは不可能ですし、一々確認のためのコマンドを実行するのも手間ですので、nameオプションにより名前を付けました。以後はIDの代わりに、この名前（pdfsearch）を使用していきます。なお、この名前もシステム内で一意である必要があり、後から同じ名前のコンテナを作ろうとしても失敗します。

publishオプションではポート番号のマッピングを定義しています。コロンの左側にホスト側（Dockerを実行している皆さんのコンピューター）のポート番号を書き、右側にコンテナ内のポート番号を書きます。コンテナ内ではApache HTTP Serverが80番ポートをリッスンしますので、この場合はホスト側の8080番ポートにアクセスするとコンテナ内のApacheに接続できるようになっています。ホスト側のポート番号は他で使用している可能性もありますが、その場合には、次のようにpublishオプションで変更してください。


リスト2.3: 8000番ポートを公開する例

% docker create \
    --name=pdfsearch \
    --publish=8000:80 \
    --volume=$PWD:/var/lib/pdfsearch \
    kitaitimakoto/grnbook-mroonga




またvolumeオプションによって、ホスト側とコンテナ内との共有ディレクトリーを指定しています。ここでもコロンの左側（$PWD）がホスト側のディレクトリー、右側（/var/lib/pdfsearch）がコンテナ内のディレクトリーです。ここで指定したディレクトリー以外は、原則としてホスト側とは共有されません*2。右側は、このディレクトリーがApacheのドキュメントルートとなるよう設定しているので、変更しないでください。

最後に、このコンテナを起動しましょう。docker startコマンドを使用します。


リスト2.4: Dockerコンテナの起動

% docker start pdfsearch
pdfsearch




実はここまでのdocker pull、create、startをまとめて行う、docker runというコマンドがあります。


リスト2.5: Dockerイメージの取得とコンテナの起動

% docker run \
    --detach \
    --name=pdfsearch \
    --publish=8080:80 \
    --volume=$PWD:/var/lib/pdfsearch \
    kitaitimakoto/grnbook-mroonga




このようにdocker runコマンドを実行することで、以下の三つのことが行われます。


	Dockerイメージの取得（もしシステム上に存在しない場合）（docker pull）

	取得したDockerイメージを元にしたDockerコンテナの作成（docker create）

	作成したDockerコンテナの起動（docker start）



先に説明した通り、nameオプションを指定している場合は、複数回実行すると名前の重複によりコンテナの作成に失敗します。もし指定しなかった場合は、実行の度に新しいコンテナが作成・起動されます。コンテナを起動する二度目以降はdocker startを使ってください。

行っていることの説明のため三つのステップで説明しましたが、実際にはdocker runコマンドを実行するのが簡単でしょう。

起動したコンテナを停止するにはdocker stopコマンドを実行します。


リスト2.6: Dockerコンテナの停止

% docker stop pdfsearch
pdfsearch





2.3　動作確認

Dockerコンテナが実際に動作していることを確認しましょう。Dockerコンテナを停止している場合には、docker start pdfsearchで再度起動してください。

このイメージにはPHPが含まれているので、docker runまたはcreateを実行したディレクトリーで以下のようなファイルを作成することで動作確認ができます。


リスト2.7: info.php

<?php
phpinfo();





ブラウザーで http://localhost:8080/info.php にアクセスしてみましょう。


[image: phpinfo()の実行結果]

図2.1: phpinfo()の実行結果




PHPの情報が表示されれば、環境の準備は成功しています。

「Not Found」の画面が表示されてしまう場合は、どこかで間違えてしまったようです。これまでの手順を見ながらやり直してみてください。

docker runをやり直すには、以下のコマンドを実行して一旦Dockerコンテナを停止し、削除する必要があります。


Dockerコンテナの停止と削除

% docker stop pdfsearch
pdfsearch
% docker rm pdfsearch
pdfsearch




ありがちな間違いとして、Dockerコンテナとの共有ディレクトリーの指定ミスがあります。docker run（docker create）コマンドのvolumeオプションをもう一度確認しましょう。$PWDは（docker runを実行した）現在のディレクトリーを意味しますので、そこと別のディレクトリーにファイルを置いた場合は、コンテナ内のPHPが認識できません。事前にプロジェクトのディレクトリーに移動してから実行するようにしましょう。

[*2] 原則を外れることもできますが、本書の範囲外のため解説しません。気になる方はDockerの公式サイトなどでvolumeオプション及び「DockerfileのVOLUME命令」を調べてみてください。



第3章　作成する全文検索システムの概要

それでは、PHPとMroongaを使って、全文検索システムを作っていきましょう。以下のようなシステムを作ることにします。


	概要

	登録済みのPDFファイルを全文検索するシステムである

	できること

	検索対象となる文書をウェブUIで登録することができる
ウェブUI上のテキストフィールドを使って検索することができる

	実装方針

	ウェブUIはPHPを使用して作成する
全文検索用のデータはMySQLに格納する
PDFからテキストを抜き出す処理は本書では扱わない（Dockerイメージ付属のツールを使う）




第4章　データ入力機能の作成

ここからアプリケーションを作っていきます。始めから検索機能に着手したいところですが、データがないことには何もできないので、入力機能から作成します。

PDFファイルの内容をMySQLに登録するために、以下のようなステップを踏むことになります。


	PHPによるウェブUIから一時ディレクトリーにアップロードする

	PDFファイルからタイトルと本文テキストを抽出する

	タイトルと本文をMySQLの適切なカラムに挿入する




4.1　PDFのアップロード機能を作る

まずはPDFのアップロード機能を作りましょう。PDFファイルその物は後で使うことはないので、一時ディレクトリーに置いたままで構いません。

ユーザーが表示させる起点の画面をindex.php、そのファイルから呼び出すアップロード機能の部分をupload.phpとして実装することにします。


リスト4.1: index.php

<?php
require_once __DIR__ . '/upload.php';

function h($string, $flags = ENT_QUOTES, $encoding = 'UTF-8')
{
    return htmlspecialchars($string, $flags, $encoding);
}

if ($_SERVER['REQUEST_METHOD'] === 'POST' && array_key_exists('pdf', $_FILES)) {
    $uploads = \PDFSearch\Upload::fromFilesInfo($_FILES['pdf']);
}

?><!doctype html>
<title>PDF Search</title>
<h1>PDF Search</h1>

<h2>アップロードされたファイル</h2>
<?php if (! empty($uploads)): ?>
<?php foreach ($uploads as $upload): ?>
<p><?php echo h($upload->getName()); ?></p>
<?php endforeach; ?>
<?php endif; ?>

<form enctype="multipart/form-data" method="post">
  <input name="pdf[]" type="file" multiple>
  <input type="submit">
</form>





リスト4.2: upload.php

<?php
namespace PDFSearch;

class Upload
{
    protected $name;
    protected $tmpName;

    public static function fromFilesInfo(array $info)
    {
        $uploads = array();
        $fileCount = count($info['name']);
        for ($i = 0; $i < $fileCount; $i++) {
            $name = $info['name'][$i];
            $tmpName = $info['tmp_name'][$i];
            $uploads[] = new Upload($name, $tmpName);
        }
        return $uploads;
    }

    public function __construct($name, $tmpName)
    {
        $this->name = $name;
        $this->tmpName = $tmpName;
    }

    public function getName()
    {
        return $this->name;
    }
}




今の所、単にアップロードされたファイルの名前を表示しているだけです。後でその他の機能を実装していきます。複数のファイルをアップロードすると*1、全てが表示されることも確認してみてください。


[image: ファイルアップロード画面]

図4.1: ファイルアップロード画面




紙幅を減らすため、細かな検証は省略しています。実際に運用するアプリケーションでは安全性やエラーのチェックなどをしっかりと行ってください。

また、エラーが表示されてしまった場合などPHPのでバッグが必要な場合は、本書末尾の「A.6 PHPのデバッグ」にデバッグ方法を記していますので、参考にされてください。

[*1] ファイル選択ダイアログでCtrlキーを押しながらファイルをクリックしていくことで、選んだファイルを同時にアップロードできます。また、Shiftを押しながら最初のファイルと最後のファイルをクリックすることで、その間にあるファイルをすべて選択状態にできます。なお、PHPの設定により、合計で1GiBを超えるアップロードは失敗します。



4.2　PDFからの情報を抽出する

次に、PDFファイルからタイトルと本文を抜き出す処理を実装します。これを行うにはいくつか方法がありますが、ここではphp-popplerというライブラリーを使うことにします。php-popplerを使うとPDFを解析してタイトルや本文を抜き出すことができます*2。

php-popplerはPoppler名前空間にいくつかのクラスを定義しており、以下のようにして使います。


php-popplerの基本的な使い方

<?php

// pdfinfoコマンドのラッパー
$pdfinfo = \Poppler\Driver\Pdfinfo::create();
// pdftotextコマンドのラッパー
$pdftotext = \Poppler\Driver\Pdftotext::create();
// pdftohtmlコマンドのラッパー
$pdftohtml = \Poppler\Driver\Pdftohtml::create();

$pdf = new \Poppler\Processer\Pdffile($pdfinfo, $pdftotet, $peftohtml);

// PDFからタイトルや著者、作成日時などの情報を連想配列として抜き出す
echo $pdf->getInfo('path/to/document.pdf');
// PDFから本文テキストを抜き出す
echo $pdf->toText('path/to/document.pdf');




HTML関連の機能を使わないとしても、\Poppler\Processer\Pdffileのコンストラクターには\Poppler\Driver\Pdftohtmlのインスタンスを渡す必要があるので注意してください。

Dockerイメージの中には、既にPopplerとphp-popplerがインストール済みです。php-popplerはComposerでインストールしているので、vendor/autoload.phpを読み込むことで、オートロードが有効になります。

これを使って、先ほど作った\PDFSearch\UploadクラスにPDF関連の機能を追加します。


リスト4.3: upload.php

<?php
namespace PDFSearch;

class Upload
{
    // :
    // （省略）
    // :
    public function __construct($name, $tmpName)
    {
        $this->name = $name;
        $this->tmpName = $tmpName;
        $this->pdf = new \Poppler\Processor\PdfFile(
          \Poppler\Driver\Pdfinfo::create(),
          \Poppler\Driver\Pdftotext::create(),
          \Poppler\Driver\Pdftohtml::create()
        );
    }
    // :
    // （省略）
    // :
    public function getTitle()
    {
        $info = $this->pdf->getInfo($this->tmpName);
        return $info['Title'];
    }

    public function getContent()
    {
        return $this->pdf->toText($this->tmpName);
    }
}




これに合わせ、index.phpの方も少し変更します。


リスト4.4: index.php

<?php
// Dockerイメージ内にComposerでインストール済みのライブラリーを読み込む
require_once 'vendor/autoload.php';
require_once __DIR__ . '/upload.php';
    // :
    // （省略）
    // :
<?php // getName()をgetTitle()に変更します。 ?>
<p><?php echo h($upload->getTitle()); ?>(<?php echo h($upload->getName()); ?>)</p>
<p><?php echo h(mb_substr($upload->getContent(), 0, 120)); ?>&hellip;&hellip;</p>
    // :
    // （省略）
    // :




実際にPDFファイルをアップロードして、タイトルなどの情報が取得できているか確認しましょう。


[image: PDF内の情報を取得]

図4.2: PDF内の情報を取得




[*2] C製のPDFライブラリーでPopplerという物があり、PDFを扱う様々なコマンドラインツールの提供もしています。php-popplerはこれらのコマンド呼び出しをラップしてPHPから扱いやすくした物です。



4.3　データベースにデータを挿入する

それでは、いよいよMroongaにデータを入力しましょう。と言っても、いつも通りPDOクラスでINSERT文を実行するだけです。Mroongaの方で自動的に検索用のインデックスを作成してくれます。Dockerイメージ内に既にMySQL用のアダプターはインストールされていますので、単にPHPから呼び出すだけで使用できます。

データ挿入に必要なMySQLのデータベースとテーブルは、コンテナの中に既に作成してあります。構造は以下の通りです。


テーブル作成時の全文検索インデックスの作成

CREATE TABLE `pdfs` (
    id      INT PRIMARY KEY AUTO_INCREMENT,
    file    VARCHAR(255),
    title   VARCHAR(255),
    content LONGTEXT,
    FULLTEXT INDEX (title, content)
) ENGINE = Mroonga DEFAULT CHARSET utf8;




FULLTEXT INDEXやENGINE = Mroongaについては後述しますので、ここではカラム定義に注目してください。

このテーブルを扱う\PDFSearch\Tableクラスを実装し、index.phpでそのクラスを使うようにしたのが以下の内容です。\PDFSearch\Uploadには変更がないため省略しています。


リスト4.5: index.php

<?php
// Dockerイメージ内にComposerでインストール済みのライブラリーを読み込む
require_once 'vendor/autoload.php';
require_once __DIR__ . '/upload.php';
require_once __DIR__ . '/table.php';

define('DBNAME', 'pdfsearch');

$dsn = 'mysql:host=localhost;dbname=' . DBNAME . ';charset=utf8';
$table = new \PDFSearch\Table($dsn, 'root', '');

function h($string, $flags = ENT_QUOTES, $encoding = 'UTF-8')
{
    return htmlspecialchars($string, $flags, $encoding);
}

if ($_SERVER['REQUEST_METHOD'] === 'POST' &&
    array_key_exists('pdf', $_FILES)) {
    $uploads = \PDFSearch\Upload::fromFilesInfo($_FILES['pdf']);
    try {
        foreach ($uploads as $upload) {
            $table->insert($upload);
        }
        header('Location: .');
    } catch (\RuntimeException $e) {
        header('HTTP', true, 500);
        header('content-type: text/plain');
        echo $e;
    }
    exit;
}

$records = $table->records();

?><!doctype html>
<title>PDF Search</title>
<h1>PDF Search</h1>

<h2>登録済みPDF一覧</h2>
<table>
  <tr>
    <th>ファイル名</th>
    <th>タイトル</th>
    <th>内容</th>
  </tr>
  <?php foreach ($records as $record): ?>
    <tr>
      <td><?php echo h($record['file']); ?></td>
      <td><?php echo h($record['title']); ?></td>
      <td><?php echo h(mb_substr($record['content'], 0, 120)); ?>&hellip;&hellip;</td>
    </tr>
  <?php endforeach; ?>
</table>

<form enctype="multipart/form-data" method="post">
  <input name="pdf[]" type="file" multiple>
  <input type="submit">
</form>





リスト4.6: table.php

<?php
namespace PDFSearch;

class Table
{
    const INSERT =
        "INSERT INTO `pdfs` (file, title, content)
         VALUES(:file, :title, :content);";
    const SELECT = "SELECT * FROM `pdfs` ORDER BY `id`;";

    protected $pdo;

    public function __construct($dsn, $username, $password)
    {
        $this->pdo = new \PDO($dsn, $username, $password);
    }

    public function insert(Upload $upload)
    {
        $params = [
            ':file'    => $upload->getName(),
            ':title'   => $upload->getTitle(),
            ':content' => $upload->getContent()
        ];
        $sth = $this->pdo->prepare(self::INSERT);
        $isSucceeded = $sth->execute($params);
        if (! $isSucceeded) {
            throw new \RuntimeException(implode(PHP_EOL, $sth->errorInfo()));
        }
    }

    public function records()
    {
        $sth = $this->pdo->prepare(self::SELECT);
        $isSucceeded = $sth->execute();
        if (! $isSucceeded) {
            throw new \RuntimeException(implode(PHP_EOL, $sth->errorInfo()));
        }
        return $sth->fetchAll();
    }
}




ウェブブラウザーでアクセスして、データベースの中身を表示してみましょう。


[image: アップロードしたPDFの情報を表示]

図4.3: アップロードしたPDFの情報を表示





第5章　全文検索機能の作成

ようやく、全文検索機能の実装です。実は、これもMroongaならではの特別なことは必要なく、MySQLの通常のMATCH(...) AGAINST(...)構文を使用するだけです。テーブル作成時に、ストレージエンジンにMroongaを選択しておけば、他の操作は通常のMySQLと同じように実行できるようデザインされているのです。

MATCH(...) AGAINST(...)構文は元々MySQLに備わっている全文検索用の構文です。MATCH()には検索対象にするカラム名を渡します。ここで指定できるのは、テーブル作成時にFULLTEXTインデックスを指定したカラムのみです。Docker内のテーブルでは、予めtitleカラムとcontentカラムのセットにFULLTEXTインデックスを張っています。AGAINST()には検索クエリーを渡します。オプションを渡すこともできます。詳細はMySQLのドキュメントを参照してください。

Mroongaではこの構文を流用しており、元の挙動を知っている人にはおおよそ期待通りに動作するようになっていますが、厳密に同じではありません。Mroongaでのみ使える様々な機能が使えるようになっています。これについては、一旦基本の検索機能を作ったあとで触れたいと思います。


5.1　一検索語用の実装

今の「登録済みPDF一覧」の上に検索フォームを作成し、検索を実行した場合にはフォームの下に検索結果を表示するようにしてみましょう。そのために、\PDFSearch\Tableクラスに検索用のメンバー関数を追加します。


リスト5.1: table.php

<?php
namespace PDFSearch;

class Table
{
    const INSERT =
        "INSERT INTO `pdfs` (file, title, content)
         VALUES(:file, :title, :content);";
    const SELECT = "SELECT * FROM `pdfs` ORDER BY `id`;";
    const SEARCH = <<<EOS
SELECT * FROM `pdfs` WHERE MATCH(title, content) AGAINST(:query IN BOOLEAN MODE);
EOS;

    protected $pdo;
    // :
    // :
    public function search($query)
    {
        $sth = $this->pdo->prepare(self::SEARCH);
        $params = [':query' => $query];
        $isSucceeded = $sth->execute($params);
        if (! $isSucceeded) {
            throw new \RuntimeException(implode(PHP_EOL, $sth->errorInfo()));
        }
        return $sth->fetchAll();
    }
}




SEARCH定数とsearchメンバー関数を追加しています。

先ほど言ったような検索フォームと結果のエリアを追加すると、index.phpはこうなります。


リスト5.2: index.php

<?php
// :
// :
// 検索処理
$searchQuery = null;
$searchResult = null;
if ($_SERVER['REQUEST_METHOD'] === 'GET' &&
    array_key_exists('q', $_GET) && $_GET['q']) {
    $searchQuery = $_GET['q'];
    $searchResult = $table->search($searchQuery);
}
// :
// :
<h2>検索</h2>
<form method="get">
  <input name="q" type="search" value="<?php echo h($searchQuery); ?>">
  <input type="submit" value="検索">
</form>

<?php if ($searchResult && count($searchResult) > 0): ?>
<h2>「<?php echo h($searchQuery); ?>」を含むPDF</h2>
<table>
  <tr>
    <th>ファイル名</th>
    <th>タイトル</th>
    <th>内容</th>
  </tr>
  <?php foreach ($searchResult as $record): ?>
    <tr>
      <td><?php echo h($record['file']); ?></td>
      <td><?php echo h($record['title']); ?></td>
      <td><?php echo h(mb_substr($record['content'], 0, 120)); ?>&hellip;&hellip;</td>
    </tr>
  <?php endforeach; ?>
</table>
<?php endif; ?>





SQL一文で済むので簡単ですね。では、検索してみましょう。


[image: 全文検索結果の表示]

図5.1: 全文検索結果の表示




以上で、基本的な機能は完成です。


5.2　AND検索の実装

一単語で検索している間は気になりませんが、検索フォームに二単語入れると、検索結果に違和感を覚えるかも知れません。例えば「Commons ライセンス」で検索した場合に、「『Commons』は含んでいるが、『ライセンス』は含んでいない」という文書もヒットする（OR検索になっている）ためです。こういう結果が望ましい場面もありますが、Google検索はこうではなく「Commons ライセンス」で検索した場合には「『Commons』も『ライセンス』も両方とも含んでいるページ」が検索結果上位に登場するようになっています（AND検索になっている）。Google検索には非常にたくさんの人が馴染んでいるため、どちらの挙動でもいい場合には合わせておくのがいいでしょう。

Mroongaでこのような挙動になっているのは、MySQLのブーリアンモードによる全文検索が、デフォルトでこのようになっているためです。AND検索になるよう、何らかの処理を追加する必要があります。

方法は二つあり、一つは、PHPでクエリーパラメーター（$_GET['q']）を単語に分割し、それぞれにAND検索用の命令を追加していく方法です。Mroongaに限らずMySQLの全文検索でも使える汎用的な方法ですが、SQLインジェクション脆弱性などを作り込まずにPHPを書いていく必要があり、本書のスコープ外になるためここでは採用しません。

もう一つは、SQLのクエリーを実行するタイミングで、クエリー内容の解釈を変更させる「プラグマ」というMroonga特有の命令を使う方法です。プラグマはAGAINST()句内で使用し、次のようになります。


プラグマを追加したクエリー

AGAINST('*D+ Commons ライセンス' IN BOOLEAN MODE)




検索語の先頭に追加されたのがプラグマです。以下のような構文になっています。


	「*」で開始する

	プラグマの種類を指定する。種類には「D」や「W」などがある

	種類の後に、そのプラグマの詳細な挙動を指定するパラメーターを指定する（指定方法はプラグマごとに異なる）。ここでは「+」を指定している

	検索語の前に空白文字を置く



検索をAND検索にするには「D+」というプラグマを使用します。「D」によって「複数の検索語をANDで扱うのかORなのかNOTなのか」という検索語の扱いを指定する、と宣言し、「+」を使うことで「AND検索として扱う」ということを指定します。「+」の部分を「-」など他のキーワードに変えることで別の指定もできますが、ここでは扱いません。

本書の範囲を外れる詳細については、Mroongaのブーリアンモードのマニュアルページを参照してください。

それでは実際に、これを使ってAND検索を実装しましょう。\PDFSearch\Table\SEARCH定数のSQLと、その中のパラメーターをバインドする変数を変更します。


リスト5.3: table.php

<?php
namespace PDFSearch;

class Table
{
    // :
    // :
    const SEARCH = <<<EOS
SELECT * FROM `pdfs` WHERE MATCH(title, content) AGAINST(:query_with_pragma IN BOOLEAN MODE);
EOS;
    // :
    // :
    public function search($query)
    {
        $sth = $this->pdo->prepare(self::SEARCH);
        $params = [':query_with_pragma' => '*D+' . $query];
    // :
    // :




これで「Commons ライセンス」と検索した場合に、両方を含む文書しかヒットしないようになります。

次章では、Mroongaに特徴的な幾つかの機能を紹介し、実装していきます。


第6章　Mroongaならではの機能の作成

ここからは、MySQLの全文検索機能にはない、Mroongaならではの特徴を活かした機能を実装していきます。


6.1　検索語のハイライト

現在の検索機能では、検索結果中、どこに検索語があるのか、自分で探さなくてはなりません。次の画像のように、検索語だけがハイライトされていると、とても見やすくなります。また、菌類についてのPDFを探すつもりで「きのこ」で検索し「お気づきのこと」といった関係ない語がヒットした場合に、すぐにそのことに気付けるというメリットもあります。


[image: 検索語をハイライトして表示]

図6.1: 検索語をハイライトして表示




このように検索語をハイライトする機能を実装してみましょう。

すぐに思い付く実装方法は、取得した検索結果のcontentカラムを、再度PHPで解析してタグを挿入することですが、実はMroongaには、このための機能が備わっています。SQL中で利用可能なmroonga_snippet_html()関数です。これは特定のカラム（ここではcontent）のうち、指定した語（「cat」）の前後数十バイトを抜き出し、文字列として返す関数です。

mroonga_snippet_html()関数が返すスニペットは<div class="snippet">...</div>というタグで囲まれ、更に検索語は<span class="keyword">...</span>で囲まれます*1。一レコード中に検索語が複数回現れる場合は、その数に応じて複数のスニペットを結合した一つの文字列を返します。余談ですが「スニペット」は「断片」という意味で、この場合はcontentカラムのうちの一部を返すことを意味しています。

mroonga_snippet_html()は以下のようにして使用します。


mroonga_snippet_htmlの簡単な使い方

SELECT mroonga_snippet_html(content, 'きのこ') FROM `pdfs`;




結果は、例えば次のようになります*2。


mroonga_snippet_html()の結果例

<div class="snippet">ットとするつもりだったのに間違えて git add * と打ち込んでし
まったと<span class="keyword">きのこ</span>とを考えましょう。 ファイルが両方ともステージされて
しまいました</div><div class="snippet">細は、“何が変わるのかの把握” を参照ください
もうひとつお気づ<span class="keyword">きのこ</span>とがあることでしょう。 GitHub は、このプル
リクエストが問題なくマー</div>




ここでは、本書のアプリケーションに必要なことのみ説明しているので、詳細については公式ドキュメント（5.5.5. mroonga_snippet_html()）を参照してください。

現在の実装では検索でヒットした時にcontentカラムの抜粋を表示していますが、mroonga_snippet_html()の戻り値で置き換えてみましょう。PDFSearch\Table::search()で使用しているSQL（PDFSearch\Table::SEARCH定数）を変更します。mroonga_snippet_html()もCOUNT()などと同様の関数なので、AS句を使って別名を付けることができます。


リスト6.1: table.php

<?php
namespace PDFSearch;

class Table
{
    const INSERT =
        "INSERT INTO `pdfs` (file, title, content)
         VALUES(:file, :title, :content);";
    const SELECT = "SELECT * FROM `pdfs` ORDER BY `id`;";
    const SEARCH = <<<EOS
SELECT file, title, mroonga_snippet_html(content, :query AS query) AS snippets
FROM `pdfs` WHERE MATCH(title, content) AGAINST(:query IN BOOLEAN MODE);
EOS;

    protected $pdo;

    public function __construct($dsn, $username, $password)
    {
        $this->pdo = new \PDO($dsn, $username, $password);
    }

    public function insert(Upload $upload)
    {
        $params = [
            ':file'    => $upload->getName(),
            ':title'   => $upload->getTitle(),
            ':content' => $upload->getContent()
        ];
        $sth = $this->pdo->prepare(self::INSERT);
        $isSucceeded = $sth->execute($params);
        if (! $isSucceeded) {
            throw new \RuntimeException(implode(PHP_EOL, $sth->errorInfo()));
        }
    }

    public function records()
    {
        $sth = $this->pdo->prepare(self::SELECT);
        $isSucceeded = $sth->execute();
        if (! $isSucceeded) {
            throw new \RuntimeException(implode(PHP_EOL, $sth->errorInfo()));
        }
        return $sth->fetchAll();
    }

    public function search($query)
    {
        $sth = $this->pdo->prepare(self::SEARCH);
        $params = [':query' => $query];
        $isSucceeded = $sth->execute($params);
        if (! $isSucceeded) {
            throw new \RuntimeException(implode(PHP_EOL, $sth->errorInfo()));
        }
        return $sth->fetchAll();
    }
}




HTML中でcontentカラムを表示していた所を、snippetsに置き換えます。


リスト6.2: index.php

<?php
// Dockerイメージ内にComposerでインストール済みのライブラリーを読み込む
require_once 'vendor/autoload.php';
require_once __DIR__ . '/upload.php';
require_once __DIR__ . '/table.php';

define('DBNAME', 'pdfsearch');

$dsn = 'mysql:host=localhost;dbname=' . DBNAME . ';charset=utf8';
$table = new \PDFSearch\Table($dsn, 'root', '');

function h($string, $flags = ENT_QUOTES, $encoding = 'UTF-8')
{
    return htmlspecialchars($string, $flags, $encoding);
}

// 検索処理
$searchQuery = null;
$searchResult = null;
if ($_SERVER['REQUEST_METHOD'] === 'GET' &&
    array_key_exists('q', $_GET) && $_GET['q']) {
    $searchQuery = $_GET['q'];
    $searchResult = $table->search($searchQuery);
}

// ファイルアップロード処理
if ($_SERVER['REQUEST_METHOD'] === 'POST' &&
    array_key_exists('pdf', $_FILES)) {
    $uploads = \PDFSearch\Upload::fromFilesInfo($_FILES['pdf']);
    try {
        foreach ($uploads as $upload) {
            $table->insert($upload);
        }
        header('Location: .');
    } catch (\RuntimeException $e) {
        header('HTTP', true, 500);
        header('content-type: text/plain');
        echo $e;
    }
    exit;
}

$records = $table->records();

?><!doctype html>
<title>PDF Search</title>
<style>
  .keyword {
    font-weight: bold;
    color: red;
  }
</style>
<h1>PDF Search</h1>

<h2>検索</h2>
<form method="get">
  <input name="q" type="search" value="<?php echo h($searchQuery); ?>">
  <input type="submit" value="検索">
</form>

<?php if ($searchResult && count($searchResult) > 0): ?>
<h2>「<?php echo h($searchQuery); ?>」を含むPDF</h2>
<table>
  <tr>
    <th>ファイル名</th>
    <th>タイトル</th>
    <th>内容</th>
  </tr>
  <?php foreach ($searchResult as $record): ?>
    <tr>
      <td><?php echo h($record['file']); ?></td>
      <td><?php echo h($record['title']); ?></td>
      <td><?php echo $record['snippets']; ?></td>
    </tr>
  <?php endforeach; ?>
</table>
<?php endif; ?>

<h2>登録済みPDF一覧</h2>
<table>
  <tr>
    <th>ファイル名</th>
    <th>タイトル</th>
    <th>内容</th>
  </tr>
  <?php foreach ($records as $record): ?>
    <tr>
      <td><?php echo h($record['file']); ?></td>
      <td><?php echo h($record['title']); ?></td>
      <td><?php echo h(mb_substr($record['content'], 0, 120)); ?>&hellip;&hellip;</td>
    </tr>
  <?php endforeach; ?>
</table>

<form enctype="multipart/form-data" method="post">
  <input name="pdf[]" type="file" multiple>
  <input type="submit">
</form>




snippetsの表示ではHTMLエスケープをしていないことに気が付いたでしょうか。mroonga_snippet_html()にHTMLタグが含まれているため、ここでHTMLエスケープしてしまうと、タグとしての役を果たさなくなってしまいます。そのため、直接出力しています。

ここにはセキュリティ上の懸念があります*3。mroonga_snippet_html()の戻り値では、カラム中のHTMLタグなどは全てエスケープされますが、取得したスニペットと他の文字列をPHPで結合すると、セキュリティホールになり得ます。加工せず、可能であれば単独で出力するようにしてください。加工や他の文字列との結合が必要な場合は、慎重に行ってください。

これで、検索結果のハイライトも出来ました。実際に検索して結果を楽しみましょう。

[*1] タグやclass属性を変更したい場合は、柔軟性の高いmroonga_snippet()関数を使用してください。


[*2] 読みやすさのため、改行を調整しています。


[*3] 実際にはHTMLを正しく出力するために必要な注意点です。仮にセキュリティ上問題とならなくても、HTMLが正しく出力されず、アプリケーションが壊れてしまう可能性があります。



6.2　スコアによる並び替え

これまでは、検索結果の並び順については考慮していませんでした。やはり、検索語に近いPDFが先頭に並んでほしいものです。

この「検索語に近い」または「より望ましい」という状態を、Mroongaではスコアという形で、数値として計算することができます。「検索語がより多く含まれているPDFの方が望ましい」「検索語が本文に含まれているよりもタイトルに含まれている方がより望ましい」といった判断が可能になるのです。

Mroongaが使っているスコアの値は、WHERE句に指定しているMATH()...AGAINST()の戻り値として取得できます。ASで別名を付けると使いやすいでしょう。


スコアの取得

SELECT MATCH(title, content) AGAINST('cat' IN BOOLEAN MODE) as score FROM `pdfs`;





+-------+
| score |
+-------+
|   315 |
|    10 |
|     0 |
|     0 |
|     4 |
+-------+
5 rows in set (0.47 sec)




このスコアでソートすることで、より望ましい結果を上の方に表示することができます。

では、このスコアというのは何によって決められているのでしょうか。一つは、結果文書の中に含まれている検索語の数です。検索語が多く含まれている文書ほど検索する人の要求に合っていると見做して、検索上位に表示させられるわけです。

以下の用にPDFSearch\Table::SEARCHのSQLにちょっとした変更を加えるだけで、多くの場合、期待される検索結果になるでしょう。


変更前の\PDFSearch\Table::SEARCH定数

SELECT file, title, mroonga_snippet_html(content, :query) AS snippets
FROM `pdfs` WHERE MATCH(title, content) AGAINST(:query IN BOOLEAN MODE);





変更前の\PDFSearch\Table::SEARCH定数

SELECT file, title, mroonga_snippet_html(content, :query) AS snippets,
MATCH(title, content) AGAINST(:query IN BOOLEAN MODE) AS score
FROM `pdfs` WHERE MATCH(title, content) AGAINST(:query IN BOOLEAN MODE)
ORDER BY score DESC;




もう一つの基準は重みと呼ばれます。重みは、どのカラムをより重視するかという指標です。例えば、次のような二つのPDFが登録されているとします。


表6.1: Groongaという語を含む二つのPDF


	タイトル	内容

	Groongaで作る全文検索システム	Groongaを使って全文検索システムを作ります。

	わたしのエッセイ集	今日、Groongaという言葉を耳にしました。不思議な言葉ですね、Groonga。検索してみると、「Groongaで学ぶ全文検索」という勉強会があるみたいなので、全文検索の何かなのでしょう。ところで、全文検索って何？





Groongaのことが知りたくて検索する時に、どちらがヒットしてほしいでしょうか。始めの「Groongaで作る全文検索システム」の方ではないでしょうか。でも、「Groonga」という言葉が多く含まれているのは「わたしのエッセイ集」の方なので、今までの実装だと、こちらが上位に表示されることになってしまいます。前者を上位に持って来るために、「検索語がタイトルに含まれている方が、本文に含まれているよりも100倍くらい重要だ」という指標を導入することにしましょう。Mroongaまたは全文検索の言葉で「titleカラムの重みをcontentカラムの100倍にする」ということになります。


[image: 検索語がタイトル含まれている場合スコアが大きくなる]

図6.2: 検索語がタイトル含まれている場合スコアが大きくなる




上の画像にある三つのPDFではどれも本文中に「すべて」という語が含まれますが、タイトルにも含まれる「mrubyのすべて」のスコアが、含まれない「APIデザインケーススタディ」「Dockerエキスパート養成読本」に比べ、非常に大きくなっていることが分かります。実際、タイトルの重視をやめると、「mrubyのすべて」と「APIデザインケーススタディ」の順位は逆転します。

このように重み付けするには、Wプラグマを使用します。


MATCH(title,content) AGAINST('*W1:100,2:1 API')




Wが重み付けのためのプラグマ使用を指示し、その後はカラムごとの重み付けをカンマ区切りで指定します。「1:100」は「（MATCHで指定した）1カラム目の重みを100に」、「2:1」は「2カラム目の重みを1に」という命令になります。これにより、「検索語が1つタイトルに含まれていると、本文に100個含まれているのと同等のスコアになる」ということを実現しています（実際には100倍の差が付きさえすればいいので、2と200でも、10と1000でも構いません）。

まとめると、実装は次のようになります。


リスト6.3: table.php

<?php
namespace PDFSearch;

class Table
{
    const INSERT =
        "INSERT INTO `pdfs` (file, title, content)
         VALUES(:file, :title, :content);";
    const SELECT = "SELECT * FROM `pdfs` ORDER BY `id`;";
    const SEARCH = <<<EOS
SELECT file, title, mroonga_snippet_html(content, :query AS query) AS snippets,
MATCH(title, content) AGAINST(:query_with_pragma IN BOOLEAN MODE) AS score
FROM `pdfs` WHERE MATCH(title, content) AGAINST(:query_with_pragma IN BOOLEAN MODE)
ORDER BY score DESC;
EOS;
    // :
    // :
    public function search($query)
    {
        $sth = $this->pdo->prepare(self::SEARCH);
        $params = [
          ':query' => $query,
          ':query_with_pragma' => '*D+W1:100,2:1 ' . $query
        ];
        $isSucceeded = $sth->execute($params);
        if (! $isSucceeded) {
            throw new \RuntimeException(implode(PHP_EOL, $sth->errorInfo()));
        }
        return $sth->fetchAll();
    }
}




Wプラグマを色々な値に変えて試してみてください。本書のようなチュートリアルではなく、実際の全文検索システムに置いてもスコアリングは非常に大切なポイントです。重み付けを使いこなしたスコアリングができると、いかにも全文検索システムを作っているという実感が出て、楽しいと思います。


付録A　付録


A.1　Mroongaのインストール

Mroongaを使った全文検索システムに興味が出て来たら、ぜひ自分でインストールしてみてください。以下に、典型的なインストール方法をご案内します。


Debian/GNU Linux

Groongaプロジェクト（？）は、本書執筆時点でDebian/GNU Linux jessieのAPT用のリポジトリーを持っており、Mroongaもそこからインストールできます。サンプルで用いたDockerイメージでもこのパッケージを使用しています。

まず、以下の内容で/etc/apt/sources.list.d/groonga.listというを作成し、ソースを登録します。


/etc/apt/sources.list.d/groonga.list

deb http://packages.groonga.org/debian/ jessie main
deb-src http://packages.groonga.org/debian/ jessie main




次にインストールします。


% sudo apt-get update
% sudo apt-get install -y --allow-unauthenticated groonga-keyring
% sudo apt-get update
% sudo apt-get install -y -V mysql-server-mroonga




以上でインストールは終了です。

実際にインストールする際には細部が変わっている可能性もあるため、一度以下の公式ドキュメントを確認しましょう。

http://mroonga.org/ja/docs/install/debian.html


Windows、OS X、Ubuntu、CentOS

Windows用にも公式にMroongaのインストーラー及びコンパイル済みパッケージのZIPアーカイブが提供されています。OS XのHomebrew、UbuntuのAPT、CentOSのYum用にはリポジトリーが提供されています。

いずれも公式サイトにインストール方法がありますので、参照してください。

http://mroonga.org/ja/docs/install.html


Docker

MroongaのDockerイメージもDocker Hubから配布されています。以下のようにdocker runコマンドを実行することで、自動的にイメージの取得からコンテナの起動までが行われます。


MroongaのDockerイメージの取得

% docker run --detach --publish=3306:3306 groonga/mroonta




これでポート番号3306をリスンしながらMroongaインストール済みのMySQLサーバーが起動します。通常のMySQLクライアントを使って接続が可能です。


Mroongaへの接続

% mysql --host=127.0.0.1 --port=3306 --user=root




（Linux以外は--hostが違いそう）

但し、Dockerコンテナは、削除と同時にデータが失われてしまいます。これは多くの場合望ましい挙動ではないでしょう。次のようにvolumeオプションを追加することで、ホスト上のディレクトリーをコンテナと共有できます。


volumeオプションの指定

% docker run --detach --publish=3306:3306 --volume=/tmp/mroonga:/var/lib/mysql groonga/mroonga




これで、 ホスト側の/tmp/mroonga以下にMySQLのデータファイルが作成されるようになります。

Mroongaを使ったテーブルの作成については、「A.2 データベースとテーブルの作成」を参照してください。

また、MroongaのDockerイメージは、MySQLとMroongaそれぞれのバージョンの組み合わせごとに多数のイメージが作られています。入手可能な組み合わせはDocker HubのMroongaのページで確認できます。

https://hub.docker.com/r/groonga/mroonga/


A.2　データベースとテーブルの作成

データベースの作成には、通常のMySQLと変わることは何もありません。MySQLサーバーに接続し、CREATE DATABASE文を実行することでデータベースを作成します。


データベースの作成

CREATE DATABASE pdfsearch;




必要に応じて権限設定などを行ってください。

テーブルの作成には気を付けることがあります。まず、ストレージエンジンをMroongaにする必要があります。MySQLで何も指定せずにCREATE TABLEを実行した場合、ストレージエンジンはデフォルトのInnoDBになります。これを他のストレージエンジンに変更するには、ENGINEオプションを使用します。


テーブルのストレージエンジンにMroongaを指定

CREATE TABLE `pdfs` (
-- カラム定義等
) ENGINE = Mroonga DEFAULT CHARSET utf8;




また、検索対象にしたいカラムに、（通常のインデックスとは異なる）全文検索用インデックスを作成する必要があります。


全文検索インデックスの追加

ALTER TABLE `pdfs` ADD FULLTEXT INDEX (title, content);




これ自体は通常のMySQLでの操作なので、ALTER TABLEのほか、CREATE TABLEでインデックスを作成することもできます。


テーブル作成時の全文検索インデックスの作成

CREATE TABLE `pdfs` (
    id      INT PRIMARY KEY AUTO_INCREMENT,
    file    VARCHAR(255),
    title   VARCHAR(255),
    content LONGTEXT,
    FULLTEXT INDEX (title, content)
) ENGINE = Mroonga DEFAULT CHARSET utf8;




これは、本書で使用したDockerイメージを作る際に、実際に使用したSQL文です。

また、SQLを使わずphpMyAdminのUIでテーブルを作成することもあるかも知れません。Mroongaがインストール済みであれば、phpMyAdminでもストレージエンジンの選択肢にMroongaが追加されていることを確認しているので、同じようにMroongaを使い始めることができます。


A.3　Mroongaのコミュニティ、サポート

Mroongaを含むGroongaについては、開発者が日本人であることもあり、日本語で気軽に問い合わせられます。公式サイトにはメーリングリスト、チャット、Twitter、Facebookページについて紹介されているので、質問や要望がある際にはぜひ活用してください。

http://mroonga.org/ja/docs/community.html

また、開発や運用などの有償のサポートサービスもあります。業務で使用する場合には検討するといいでしょう。

http://groonga.org/ja/support/


A.4　Dockerコンテナの作り直し

本書のサンプルではDockerコンテナを使ってApache、PHP、MySQLを動かしています。時には始めからやり直したくなることもあるかも知れません。そうした場合は、以下のように一度コンテナを削除して作り直すことができます。


コンテナの削除

% docker rm pdfsearch





コンテナの作成

% docker run --detach --name=pdfsearch --publish=8080:80 \
    --volume=$PWD:/var/lib/pdfsearch kitaitimakoto/grnbook-mroonga




コンテナを削除すると、データベース内のデータは全て失われます。PDFの登録からやり直しとなるので注意しましょう。ホストと共有しているPHPファイルは消えることはありません。


A.5　phpMyAdminによるデータの確認・操作

本書のDockerイメージにはphpMyAdminもインストールされており、http://localhost:8080/phpmyadminでアクセスできます。名前がroot、パスワードはなし、というユーザーが登録されており、全権限を所有しています（PHPで使用しているユーザーと同じです）。

これを使って実際に入っているデータを確認・削除したり、コンテナはそのままでデータベースやテーブルの再作成を行ったりできます。テーブル作成時はストレージエンジンにMroongaを指定することを忘れないようにしてください。詳細は「A.2 データベースとテーブルの作成」で解説しています。


A.6　PHPのデバッグ

本書サンプルで作成するDockerコンテナの中ではApacheのmod_phpモジュールを使ってPHP 5.6が動作しています。もし、PHPスクリプトがうまく動作しない場合は、Apacheのエラーログを確認するといいでしょう。

まず、docker execコマンドを使ってコンテナの中に入ります（正確にはコンテナの中でbashを実行します）。


docker execでコンテナの中に入る

% docker exec --interactive --tty pdfsearch /bin/bash




Apacheのエラーログは/var/log/apache2/error_logなので、これをlessやtailなどのコマンドで見ながらPHPを実行することで、どんなエラーが起きているのかを知ることができます。


ログファイルを監視する

# less /var/log/apache2/error_log
# tail -f /var/log/apache2/error_log
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